
2 0 2 2 年 1 0 月 1 3 日 ６　従業員

☑ 常 6 1 2 8
☑ 常 4 4 2 0 ■ 市

１　協議事項 ☑ 常 □ 非 4 1 2 0
☑ 常 □ 非 6 1 8 開発指導課
□ 常 ☑ 非 2 7 8 ■
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非 □
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 8 4
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 末 日 7 月 1 1 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2 0 0 0 3 6 0

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 0
1 0 0 0 0

1 0 0 2 0 0 0

9 0 0
３　提供サービス 2 0 0 0 2 0 0 0

① 3 2 ％
② 5 4 ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ ９　事業の見通し
③ 1 4 ％ 月 火 水 木 金 土 日

2 3 4 2 0

0 0 2 2 6 2 0 3 4
0 0 0 0
0 0 2 2 6 2 0 3 4

8 4 0 8 4 0 8 4 0 8 4 0
2 2 2 2

5 0 5 0 5 0 5 0
1 2 1 2 1 2 1 2

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 2 2 5 2 2 5 2 2 5 2 2 5
3 0 3 0 3 0 3 0

□ 1 1 5 9 1 1 5 9 1 1 5 9 1 1 5 9

□
1 0 1 5 2 0 1 0 0

2 階 階 年 1 0 1 5 2 0 1 0 0
㎡ ㎡

1 0 1 5 2 0 1 0 0
2 階 ㎡ 1 0 1 5 2 0 1 0 0

2 4 人 4 人 2 0 人 0 0 0 0

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人
□ □ ☑ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

1 2 5 円 × 2 H × 2 0 日 × 1 2 人 ＝ 6
1 2 5 円 × 2 H × 2 0 日 × 8 人 ＝ 4

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

様式第２号－１
法人名 有限会社ムジカ 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

■当初 □最終
代表者職名前 中﨑めぐみ 管理者 A 万円

意見事　業　計　画　書
作成年月日

・管理者の兼務する生活支援
員の月給が8万円となっている
が、管理者としての２８万円と
あわせて３６万円ということ
か。

・開所当初の利用者数は少な
いが、定員２０名に対し、今後
の職員数や役割等，詳細を示
すこと。（職員の研修等も含
む）

万円

4 日

消防局予防課
万円 建築指導課

職業指導員
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

生活支援員 A 万円

C 万円

就労継続支援B型

共生型サービス

万円

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設

万円

事業種別

受理 1 0

万円事業の追加

意見

賃借・自己所有

万円

9 日

担当者名 連絡先 サービス管理責任者 B

月 1

ワークスペース　ムジカ

回答

福山市障がい福祉
サービス等の指定
に係る懇話会

2023年3月1日
開設（変更）

予定日
事業所名

2 月

万円

生活支援員 Ｄ 万円

万円

運転資金、設備、建物改修 万円
金融機関 理由 借入残高

人件費 20 支払 ボーナス

万円

万円 自己資金

共生型サービス以外 新築予定

設備 万円 借入金 万円

万円

万円 万円

万円

万円

大幅な事業内容の変更

万円 万円

年間返済額
万円

現在地
定員の変更

賃借・自己所有

新築予定

種別
就労継続支援B型 割合 提供日

運転資金 万円

児童発達 割合 １月目
放課後等デイサービス 割合

２月目 ３月目 １年後

当法人は福山市で音楽療法に取り組んで28年経つ。児童発達支援事業所、放課後等デイサービスで0歳から高校三年までの児童と、通所介護事
業所で高齢者の音楽療法を行ってきた。しかし成人の方への支援ができておらず、どの世代にも対応できるよう以前より放課後等デイサービスを
卒園する利用児やその保護者からのニーズがあり、その声にこたえるべき就労事業所を立ち上げることとなりました。仕事をする上で仲間つくりや
困り感を音楽療法で精神的フォローを行いつつ、利用者が自立した社会生活を営めるよう支援する事業所を立ち上げたいと思いました。

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物

合計 合計 万円

車両 万円
その他

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人 ・１日の中で、作業２時間、音

楽療法２時間となっており、支
払工賃は月２０日で一人5,000
円となっているが、想定してい
る利用者で毎日来る方は少な
いと思われ、Ｂ型の要件であ
る3,000円を切ってしまいかね
ない。基本報酬（Ⅰ）となって
いるが「平均工賃月額に応じ
た報酬体系」ではなく「利用者
の就労や生産活動等への参
加」をもって一律評価する報酬
体系を選択してもよいのでは
ないか。

・支払元金利息が月３万円と
なっているが、7借入金の状況
では月３０万円の返済となって
おり，３０万円＋利息とならな
ければいけないのではない
か。

3 千円
（１人当たり）

千円 1 1 3 千円3 千円 1 1 3
月平均利用額　※１

1 1

目標
障がい等の為に一般企業等の雇用が難しい方が働ける場所を獲得し、社会から孤立していくのを防ぐために必要
な支援と訓練を行います。

収
入

給付費　※２

収入計 ①

1 1
理念

共に働き、支え合う仲間づくりを通して社会の中の一員を実感し、自己存在感を高め未来への希望を持つことが
出来るように支援します。

千円

千円

千円

千円

その他

所在地 広島県福山市南本庄3丁目7番1号 用途区域 準工業地域
所有者 抵当権

建
物

名称 就労継続支援B型ムジカ
所有者

建築面積 95

用途
階層

190

就労継続支援B型 構造 鉄骨
2階建 地上 地下

支払元金利息
支出計②

同種のサービス 放課後等デイサービス　　児童発達支援

収支
-1 1 5

諸経費　※４

①-②抵当権

・都市計画法第4条第12項に規
定する「開発行為」に該当しな
いため，開発許可不要。その
他の法令については，関係部
局とそれぞれ協議すること。

・今回計画の就労継続支援Ｂ
型事業所の建築基準法上の用
途は「児童福祉施設等」に該当
するが，用途を変更する床面
積が200㎡以下のため，建築
基準法上の手続きは不要。な
お，手続きが不要な場合であっ
ても，建築士等に相談し，建築
基準法に適合する計画とする
こと。（多目的相談室につい
て，採光が確保されているか
確認を要します。）

・２階部分に消火器，誘導灯を
設置すること。
・防火対象物使用開始届出書
を提出すること。
※２階の収容人員が２０人を超
えた場合，避難器具及び非常
警報器具の設置が必要。

賃借料支
出

人件費
旅費・交通費

意見

通信費

土
地

生
産
活
動

3 3 千円千円 - 9千円 -1

売上高　※３

9

収入　Ｂ

職員

専有面積

手続 新規 使用する階 専有面積 95
収容人員 内訳 利用者 必要経費

利用者賃金

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

建築年 平成１６

支出　Ｃ
延面積

事
業
の
概
要

①
種別 就労継続支援B型

②
種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 内訳 職員 利用者

使用する階

最賃確保状況（Ａ型）
円

③
種別

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

手続

円

収容人員 内訳

円円

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更

あり □

下段：所在地

職員 利用者
移転 その他

就労継続支援B型事業所を運営できるように用途変更して使用します

基本報酬（1）566単位

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

なし万円 □

％

掛取引 回収・支払の条件 意見
上段：取引先

割合

％

下段：所在地

日回収

％

％ 日 〆

楽器クリーニング
管理業務

日回収

万円

日 〆

１月当たりの生産額
万円

日回収

生産品 １時間単価 計算式

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

％

％ 日 〆

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

1 5 9

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

5 千円8 7



１０　付近図 １２　事業計画

人 1 事業所
20 人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

１１　平面図

　
１４　防災計画

１５　一日の流れ

9 時 0 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分

1 0 時 0 0 分 ～ 1 1 時 0 0 分

1 1 時 1 0 分 ～ 1 2 時 1 0 分

1 2 時 1 0 分 ～ 1 3 時 1 0 分

1 3 時 1 0 分 ～ 1 4 時 5 0 分

1 4 時 5 0 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 5 時 0 0 分 ～ 1 8 時 0 0 分

意見
別紙参照

社会生活を営む上での難しさを抱えているご利用者様への音楽療法を行います。音楽療法は、音楽の持つ生理
的、心理的、社会的な働きを用いて、心身の障がいの回復、機能の維持改善、生活の質の向上、行動の変容など
に向けて、音楽を意図的、計画的に使用することです。就労継続支援B型作業所では特に引きこもり状態の人に対
して、音楽の心理的、社会的な働きが生活の質の向上や行動の変容なの可能性が考えられます。方法としては受
動的音楽療法（音楽を聴く活動）では、同質の原理を用いてご利用者様の今の精神状態に寄り添った音楽を共に
聴くことになります。その曲を通して辛い気持ちの隙間を埋め、次への気持ちの切り替えに繋がり、継続した就労
へのきっかけになる可能性があります。又、能動的音楽療法（音楽をする活動）では、楽器や声等で他者とのコミュ
ニケーションを行います。このことが言葉では言い表せないものを音楽が昇華し就労意欲につながる可能性があり
ます。また、趣味活動として、歌を歌ったり、ギターやピアノ、ドラム等の音楽活動を提供することで、社会生活への
意欲や楽しみにつながる可能性があります。

バリアフリーと対応となっていないため、対象者は知的障がい者及び精神障がい者とする。バランスの良い昼食を
提供することで利用者の健康向上に繋げていきます。

関係機関との連携を図りながら、就労の継続と自立した生活に向けての意欲に繋がるよう支援します。
一人一人の能力や特性に合った作業を提供します。
送迎は状況に応じて判断します。
本人や家族支援については相談支援との連携をとりながら、必要に応じてサポートして行きます。
基本的な生活習慣、生活マナー、協調性、コミュニケーションスキルを身に着けられるよう支援して行きます。

イベントは音楽活動を行います。リズムパフォーマンス「ジムーカムジカ」に参加し、ステージ発表を行います。（過
去の主なステージは2017年「全国支援通園事業連絡協議会全国大会」、2018年「脳をみるシンポジウム」「あいサ
ポートふれあいコンサート」「日本情動学会全国大会」、2019年「キッズニューじっくフェスティバル」「バラ祭り2019わ
くわくステージ」「中国ブロック商工会職員協議会」）　　また、余暇活動として音楽を提供します。歌を歌ったり、（ピ
アノやギター他）楽器をします。しんどい状況の際には音楽療法に切り替えて支援します。また、音楽以外に切り絵
など手芸他、余暇活動を行います。

意見
別紙参照

利用定員　２０人　　
営業日　月曜日～金曜日　　　営業時間９：００～１８：００　　サービス提供時間１０：００～１５：００
休業日　土、日、５月３日～５日　、８月１３日～１５日、１２月３０日～１月３日

意見

利用定員

意見
※別紙平面図を参照 ・利用者数が20名となった

場合，トイレが少ないので
は。また、シャワー等の設
備はあるか。

・大勢の集団が苦手な利用
者の方が個別に過ごす場、
クールダウンする場など室
数が少ないのでは。（今後
の整備状況など検討してい
ることがあれば明記するこ
と。）

音楽療法を始めてから２８年になります。当初は県東部の病院、施設等と契約し、児童から緩和ケアまで実践して
きました。20年前に高齢者のデイサービス、１０年前から放課後等デイサービス事業所を始めました。音楽を取り
入れた支援で、働くこと生きて行くことに大切な意欲や生き甲斐、関係作りやコミュニケーションのスキルアップ、生
活を整える場所を提供し支援してゆきたいと考えています。

近隣避難所：本庄コミュニティ（土砂）160m、徒歩1分、セブン＆エイト立体駐車場（津波）444ｍ、徒歩3分、西小学
校（土砂：体育館）（洪水：校舎3階以上）（地震：グラウンド）99ｍ、車4分

掃除、事務、ミーティング

付近図掲載せず

小学校区 西小学校 人口 9,397 事業所数

意見

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

年に２回、（４月：消防避難訓練、９月１２月に防災訓練）を、職員と利用者様参加にて行います

意見
出社　　朝会５０分～

１時限目　作業（１０分休憩）

２時限目　作業

片付け　退社１５時～

音楽療法等支援（休憩を入れながら）

昼休憩



2 0 2 3 年 0 3 月 0 9 日 ６　従業員

☑ 常 6 1 2 8
☑ 常 6 0 2 0

１　協議事項 ☑ 常 □ 非 4 1 2 0
□ 常 □ 非 6 1 8
□ 常 ☑ 非 2 7 8
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 末 日 7 月 1 1 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機
1 0 0 0 2 0 0 0

1 0 0

9 0 0
３　提供サービス 2 0 0 0 2 0 0 0

① 3 2 ％
② 5 4 ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ ９　事業の見通し
③ 1 4 ％ 月 火 水 木 金 土 日

2 3 4 2 0

0 0 2 2 6 2 0 3 4
0 0 0 0
0 0 2 2 6 2 0 3 4

8 4 0 8 4 0 8 4 0 8 4 0
2 2 2 2

5 0 5 0 5 0 5 0
1 2 1 2 1 2 1 2

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 2 2 5 2 2 5 2 2 5 2 2 5
0 0 0 0

□ 1 1 2 7 1 1 2 7 1 1 2 7 1 1 2 7

□
1 0 1 5 2 0 1 0 0

2 階 階 年 1 0 1 5 2 0 1 0 0
㎡ ㎡

1 0 1 5 2 0 1 0 0
2 階 ㎡ 1 0 1 5 2 0 1 0 0

2 4 人 4 人 2 0 人 0 0 0 0

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人
□ □ ☑ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

1 2 5 円 × 2 H × 2 0 日 × 1 2 人 ＝ 6
1 2 5 円 × 2 H × 2 0 日 × 8 人 ＝ 4

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

〆

％

日 〆

日回収

生産品
万円

％

〆

日回収

楽器クリーニング 万円

％ 日

１時間単価
管理業務

日％

受付印

計算式 １月当たりの生産額

あり
回収・支払の条件 主な修正点

下段：所在地

就労継続支援B型事業所を運営できるように用途変更して使用します

基本報酬（1）566単位

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

上段：取引先
□ なし

最賃確保状況（Ａ型）

内訳 職員

種別

収容人員 利用者

％％ 日回収

万円

下段：所在地
割合 掛取引

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

移転 その他

□

内
容

申請種別 新築 増築

円

手続 使用する階 専有面積

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円円

収容人員

円

施
設
の
概
要

土
地

建
物

収支
-1 1 2

平成１６

手続 使用する階 専有面積

①-②
収入　Ｂ

必要経費事
業
の
概
要

①
種別 就労継続支援B型

②
種別

③

万円

9 0 7 万円1 万円

就労継続支援B型 構造 鉄骨

万円

万円 - 9

万円

万円

7 万円 -1 1

万円 万円

所有者 抵当権 あり

万円万円

万円

万円 万円 万円所在地 広島県福山市南本庄3丁目7番1号 用途区域

用途

2 7

万円

万円 万円

建築面積

万円

通信費 万円 万円

万円旅費・交通費

諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円

賃借料 万円 万円 万円 万円

万円
所有者 抵当権 あり

障がい等の為に一般企業等の雇用が難しい方が働ける場所を獲得し、社会から孤立していくのを防ぐために必要
な支援と訓練を行います。

給付費　※２

主な修正点

人件費

階層

手続 新規 使用する階 専有面積 95

支出計②
名称 ワークスペースムジカ

95 延面積 190

支払元金利息

生
産
活
動

建築年

・都市計画法第4条第12項に規定する「開
発行為」に該当しないため，開発許可不
要。その他の法令については，関係部局と
それぞれ協議すること。　➡関係部局と協
議した
・今回計画の就労継続支援Ｂ型事業所の
建築基準法上の用途は「児童福祉施設等」
に該当するが，用途を変更する床面積が
200㎡以下のため，建築基準法上の手続き
は不要。なお，手続きが不要な場合であっ
ても，建築士等に相談し，建築基準法に適
合する計画とすること。（多目的相談室につ
いて，採光が確保されているか確認を要し
ます。）　➡多目的相談室は窓を増やし採
光を確保した
・２階部分に消火器，誘導灯を設置するこ
と。　➡２階部分の消火器、誘導灯を設置し
た
・防火対象物使用開始届出書を提出するこ
と。　➡防火対象物使用開始届出書を提出
した
※２階の収容人員が２０人を超えた場合，
避難器具及び非常警報器具の設置が必
要。➡２階の収容人員が２０人を超えた場
合の避難器具及び非常警報器具の設置を
する

準工業地域

用途変更

同種のサービス 放課後等デイサービス　　児童発達支援

万円 万円 万円

内訳 職員 利用者

万円
万円 万円

万円

収容人員 内訳 職員 利用者

0

万円
2階建 地上 地下

目標

1

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

収
入

万円 万円万円

万円
万円 万円 万円 万円その他

１年後 主な修正点
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

3 万円
（１人当たり）

万円 1 1 3 万円3 万円 1 1 3
月平均利用額　※１

主な修正点

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円 資金調達方法を借入金
から自己資金に変更し
た。

建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円

万円

万円
その他 万円

運転資金 万円
合計

事業種別 就労継続支援B型 事業所名 ワークスペース　ムジカ
開設（変更）

予定日
2023年4月1日

万円

新規事業所の開設

理念
共に働き、支え合う仲間づくりを通して社会の中の一員を実感し、自己存在感を高め未来への希望を持つことが
出来るように支援します。

１月目
放課後等デイサービス 割合

合計

２月目 ３月目
種別

就労継続支援B型 割合 提供日

児童発達支援 割合

当法人は福山市で音楽療法に取り組んで28年経つ。児童発達支援事業所、放課後等デイサービスで0歳から高校三年までの児童と、通所介護事
業所で高齢者の音楽療法を行ってきた。しかし成人の方への支援ができておらず、どの世代にも対応できるよう以前より放課後等デイサービスを
卒園する利用児やその保護者からのニーズがあり、その声にこたえるべき就労事業所を立ち上げることとなりました。仕事をする上で仲間つくりや
困り感を音楽療法で精神的フォローを行いつつ、利用者が自立した社会生活を営めるよう支援する事業所を立ち上げたいと思いました。

万円

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

計画の概要

大幅な事業内容の変更

定員の変更

賃借・自己所有

現在地

新築予定
賃借・自己所有

新築予定

サービス管理責任者 B

A

理由 借入残高

万円

車両

金額必要な資金 金額 調達方法

万円
万円

人件費 20 支払 ボーナス

管理者 A

金融機関

様式第２号－２
法人名 有限会社ムジカ 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

受付印省略

万円
万円

本計画書に記載が必要な項目

万円
職業指導員 C 万円

万円
意見事　業　計　画　書

作成年月日

担当者名 連絡先

・管理者の兼務する生活支援
員の月給が8万円となっている
が、管理者としての２８万円と
あわせて３６万円ということか。
➡管理者と生活支援員兼務な
ので合わせて36万円
・開所当初の利用者数は少な
いが、定員２０名に対し、今後
の職員数や役割等，詳細を示
すこと。（職員の研修等も含む）
➡利用者数の増加に伴い作業
種別ごとに2人以上配置できる
ようにする。

万円

事業の追加

万円
万円
万円

生活支援員
生活支援員

Ｄ

共生型サービス
共生型サービス以外

□当初 ■最終
代表者職名前 中﨑めぐみ

・１日の中で、作業２時間、音楽療
法２時間となっており、支払工賃
は月２０日で一人5,000円となって
いるが、想定している利用者で毎
日来る方は少ないと思われ、Ｂ型
の要件である3,000円を切ってしま
いかねない。基本報酬（Ⅰ）となっ
ているが「平均工賃月額に応じた
報酬体系」ではなく「利用者の就
労や生産活動等への参加」をもっ
て一律評価する報酬体系を選択
してもよいのではないか。➡運営
しながら修正を検討していく

・支払元金利息が月３万円となっ
ているが、7借入金の状況では月
３０万円の返済となっており，３０
万円＋利息とならなければいけな
いのではないか。➡資金調達方
法を借入金から自己資金に変更
したことにより利息の支出がなく
なった。

万円 万円

支
出

利用者賃金 万円 万円 万円 万円

万円 万円
売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

1 1 1

年間返済額 意見
万円
万円万円
万円万円



１０　付近図 １２　事業計画

人 1 事業所
人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

11　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ

9 時 0 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分

1 0 時 0 0 分 ～ 1 1 時 0 0 分

1 1 時 1 0 分 ～ 1 2 時 1 0 分

1 2 時 1 0 分 ～ 1 3 時 1 0 分

1 3 時 1 0 分 ～ 1 4 時 5 0 分

1 4 時 5 0 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 5 時 0 0 分 ～ 1 8 時 0 0 分

近隣避難所：本庄コミュニティ（土砂）160m、徒歩1分、セブン＆エイト立体駐車場（津波）444ｍ、徒歩3分、西
小学校（土砂：体育館）（洪水：校舎3階以上）（地震：グラウンド）99ｍ、車4分

年に２回、（４月：消防避難訓練、９月１２月に防災訓練）を、職員と利用者様参加にて行います

主な修正点 利用定員　２０人　　

営業日　月曜日～金曜日　　　営業時間９：００～１８：００　　サービス提供時間１０：００～１５：００

休業日　土、日、５月３日～５日　、８月１３日～１５日、１２月３０日～１月３日

音楽療法を始めてから２８年になります。当初は県東部の病院、施設等と契約し、児童から緩和ケアまで実践してきまし
た。20年前に高齢者のデイサービス、１０年前から放課後等デイサービス事業所を始めました。音楽を取り入れた支援
で、働くこと生きて行くことに大切な意欲や生き甲斐、関係作りやコミュニケーションのスキルアップ、生活を整える場所を
提供し支援してゆきたいと考えています。

9,397

※別紙平面図を参照

バリアフリーと対応となっていないため、対象者は知的障がい者及び精神障がい者とする。バランスの良い
昼食を提供することで利用者の健康向上に繋げていきます。

関係機関との連携を図りながら、就労の継続と自立した生活に向けての意欲に繋がるよう支援します。
一人一人の能力や特性に合った作業を提供します。
送迎は状況に応じて判断します。
本人や家族支援については相談支援との連携をとりながら、必要に応じてサポートして行きます。
基本的な生活習慣、生活マナー、協調性、コミュニケーションスキルを身に着けられるよう支援して行きま
す。

イベントは音楽活動を行います。リズムパフォーマンス「ジムーカムジカ」に参加し、ステージ発表を行いま
す。（過去の主なステージは2017年「全国支援通園事業連絡協議会全国大会」、2018年「脳をみるシンポジ
ウム」「あいサポートふれあいコンサート」「日本情動学会全国大会」、2019年「キッズニューじっくフェスティバ
ル」「バラ祭り2019わくわくステージ」「中国ブロック商工会職員協議会」）　　また、余暇活動として音楽を提供
します。歌を歌ったり、（ピアノやギター他）楽器をします。しんどい状況の際には音楽療法に切り替えて支援
します。また、音楽以外に切り絵など手芸他、余暇活動を行います。

一次避難先
二次避難先

社会生活を営む上での難しさを抱えているご利用者様への音楽療法を行います。音楽療法は、音楽の持つ生理的、心
理的、社会的な働きを用いて、心身の障がいの回復、機能の維持改善、生活の質の向上、行動の変容などに向けて、
音楽を意図的、計画的に使用することです。就労継続支援B型作業所では特に引きこもり状態の人に対して、音楽の心
理的、社会的な働きが生活の質の向上や行動の変容なの可能性が考えられます。方法としては受動的音楽療法（音楽
を聴く活動）では、同質の原理を用いてご利用者様の今の精神状態に寄り添った音楽を共に聴くことになります。その曲
を通して辛い気持ちの隙間を埋め、次への気持ちの切り替えに繋がり、継続した就労へのきっかけになる可能性があり
ます。又、能動的音楽療法（音楽をする活動）では、楽器や声等で他者とのコミュニケーションを行います。このことが言
葉では言い表せないものを音楽が昇華し就労意欲につながる可能性があります。また、趣味活動として、歌を歌ったり、
ギターやピアノ、ドラム等の音楽活動を提供することで、社会生活への意欲や楽しみにつながる可能性があります。

付近図掲載せず

片付け　退社１５時～

主な修正点

主な修正点
出社　　朝会５０分～

１時限目　作業（１０分休憩）

２時限目　作業

掃除、事務、ミーティング

昼休憩

音楽療法等支援（休憩を入れながら）

主な修正点
小学校区 西小学校 人口 事業所数

別紙参照

利用定員

主な修正点

別紙参照

主な修正点
※平面図のデータを貼付 ・利用者数が20名と

なった場合，トイレが少
ないのでは。また、シャ
ワー等の設備はある
か。　➡利用者数が20
名になった場合込み合
わないように工夫して
いく。シャワー設備はな
い

・大勢の集団が苦手な
利用者の方が個別に
過ごす場、クールダウ
ンする場など室数が少
ないのでは。（今後の
整備状況など検討して
いることがあれば明記
すること。）　➡訓練室
に仕切りをつけたり、多
目的相談室を相談時
以外で使用し、クール
ダウンができる場として
利用する等。

事業所
同種の事業所


